
スポーツ 保健・介護 福 祉 催 し 募 集 そ の 他

　

共生社会の実現に向けて　Ｖｏｌ．２７

♦�ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の目標４「質の

高い教育をみんなに」について

　前回に引き続き、共生社会の実現に関連するＳＤ

Ｇｓの各目標を紹介します。今回は、目標４「質の

高い教育をみんなに」についてです。

　全ての子どもたちが質の高い教育を受けられる

ようにすることは、持続可能な社会をつくるため

の大切な基盤となります。家庭環境や経済状況の

違いから、教育機会が十分に得られない（＝勉強

や友達との時間、文化活動などの時間が作れない）

ことにより教育格差が生じ、将来の収入などさま

ざまな要素に影響するといわれています。

　我が国では、高校無償化制度や、意欲と能力の

ある学生が経済的な理由で進学を諦めることがな

いよう、授業料や入学金の減免と返済不要の奨学

金を受けられる、高等教育の修学支援新制度を実

施しているほか、返済義務のある奨学金を代理返

還する企業なども増えてきており、子どもたちの

より進学しやすい環境づくりが進められています。

　このような教育の現状や支援制度を知り、それ

らを家族や友人に伝えたり、ＳＮＳなどで情報発信・

共有していくことで、周囲の

関心を高めて教育機会を得や

すい環境をつくることが、持

続可能な社会へとつながって

いきます。

問合先
役場企画課企画調整係
（内線２１３）

令
和
７
年
国
勢
調
査
が

始
ま
り
ま
す

　

令
和
７
年
国
勢
調
査
が
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、

１０
月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
全
て
の
人
（
外
国
人
含
む
）

お
よ
び
世
帯
を
対
象
に
行
う
も
の

で
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
少
子
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
福
祉
、
防
災
、

交
通
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の
施
策

全
般
の
基
礎
資
料
と
な
る
ほ
か
、

町
の
主
要
な
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
の
算
定
根
拠
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

９
月
２０
日
㈯
か
ら
国
勢
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
。

そ
の
時
は
、
玄
関
や
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
越
し
に
国
勢
調
査
員
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
、
調
査
書
類
を
お
配
り

し
ま
す
。
不
在
の
場
合
は
、
郵
便

受
け
な
ど
へ
調
査
書
類
を
投
函
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

調
査
書
類
へ
の
回
答
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
、
郵
送
提
出
ま

た
は
調
査
員
に
よ
る
回
収
と
し
ま

す
。
回
答
を
確
認
で
き
な
い
世
帯

に
は
、
再
度
調
査
員
が
依
頼
に
訪

問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

合
先　

役
場
企
画
課
統
計
係

（
内
線
２
１
５
）

公
共
下
水
道
へ
の

接
続
に
つ
い
て

　

町
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く

り
の
た
め
に
、
下
水
道
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
人
で

ト
イ
レ
・
台
所
・
お
風
呂
な
ど
の

生
活
雑
排
水
を
下
水
道
に
接
続
し

て
い
な
い
人
は
、
下
水
道
に
流
れ

る
よ
う
排
水
設
備
を
接
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
接
続
工
事
に
つ
い
て

　

台
所
、
風
呂
場
、
ト
イ
レ
、
洗

面
所
な
ど
か
ら
出
る
生
活
雑
排
水

を
下
水
道
（
公
共
ま
す
）
ま
で
流

す
た
め
の
工
事
で
す
。

　

工
事
は
必
ず
音
更
町
排
水
設
備

工
事
事
業
者
に
直
接
工
事
の
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

合
先　

役
場
上
下
水
道
課
給
排

水
係
（
内
線
３
７
５
）

▲�排水設備工事
事業者一覧
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